



　天文 15 年 (1546 年 )、 のち金沢城となる地に、 浄土真
宗本願寺金沢支坊として金沢御堂がつくられた。 御堂は
小立野台地突端の要害にあり、 周囲には寺内町として南
町 ・ 西町 ・ 堤町 ・ 後町 ・ 近江町 ・ 金屋集住地 ・ 紺屋集
住地がつくられた。
　天正 8 年 (1580 年 )、 織田信長の命を受けた佐久間盛
政が、 金沢御堂を攻略し、 この地に尾山城を構えた。 盛
政執政期には、 旧寺内町に松原町 ・ 安江町が加わり、
織豊政権による近世城下町の形成が始まった。
　天正 11 年 (1583 年 ) には、 前田利家が盛政に替わっ
て金沢城に入り、 城下町の本格的整備が始まった。 「慶
長金沢城図」 （金沢市立玉川図書館蔵） によると、 初期
の城下町は、 上級武士が城内に屋敷を拝領し、 他の家
臣は城下に居住する内山下の形態をとっていた。 また、
各地から商人や職人を招き、 城の北側に米町 ・ 塩屋町 ・
竪町 ・ 十間町 ・ 今町 ・ 尾張町 ・ 博労町 ・ 伝馬町などを
おいた。 人口増大に対応し、元和元年 (1615 年 ) からは、
浅野川および犀川河原を整備し、 城下を拡大した。 江戸
の徳川家と対立していたこともあり、 慶長 4 年 (1599 年 )
には内惣構、 慶長 16 年 (1611 年 ) には外惣構を築き、











た、 北国街道沿いの現在の位置に尾張町 ・ 十間町 ・ 近








(1661 年 ) の相対請地勝手令の前後に急激に加速した。
高沢忠順による改作所旧記には万治 2 年 (1659 年 ) から
寛文 5 年 (1665 年 ) の 6 年間に 30 万歩の武家地・寺社地・
地子町が増加したとされる。
　Figure.1 は、 現在の地形図 （1:25,000 地形図金沢　国
土地理院発行） 上に、 延宝期金沢城下図 (1673 ～ 80
年 ： 石川県立図書館蔵 ) の武家地と町人地、 寺社地の
範囲を示したものである。 寛永大火後 40 年経過しており、








　城下町の発掘調査は、 城郭外では武家地 23 地点、 町





















賀国絵図」 （Figure.3） が参考になる。 これによると、 犀
川の流れが市街地で二手に分かれ、 北国街道の橋が両
方に架けられている。 田中喜男 （田中 1976） によると、
犀川の支流は現在の香林坊橋の位置にあり、 元和期に河
原を埋め立てて一部を鞍月用水として残し、 西外惣構の
堀に連ね、 河原には河原町 ・ 川南町 ・ 竪河原町 （竪町）
を町立てし、 大手付近にあった片町を移転させたとされる。






機」 とよばれる徳川政権との緊張の高まりに応じ、 慶長 4
年 (1599 年 ) に内惣構、 慶長 16 年 (1611 年 ) に外惣構
が築かれた。 惣構の多くの部分は、 河岸段丘崖や小河川
など自然地形を利用して堀とその城側の土居を築いてい
る。 構築当初の堀は、 幅 14 ～ 16m、 土居は幅、 高さとも













　金沢市では、 平成 18 年度に惣構跡の発掘成果と見学
ポイントを紹介したパンフレットを制作し、 配布している。
（２） 東内惣構跡 （枯木橋北地点） の発掘調査
　平成 18 年度に発掘調査を実施した。 調査地は尾張町 2








　金沢 21 世紀美術館の南側には、 西外惣構の堀が流れ
ている。 美術館を建築する際に発掘調査をした広坂遺跡




Figure 8　金沢  世紀美術館南側の西外惣構跡
Figure 9　広坂遺跡の西外惣構土居と内道






































　広坂遺跡は、 平成 8 ～ 14 年度に金沢 21 世紀美術館
建設のため金沢市が発掘調査した。 調査地は城下町中心
部で金沢城南西に近接し、 慶長 16 年 (1611 年 ) に完成
した西外惣構内側に面している。慶安年間（1648 ～ 52 年）
以降の複数の時代の城下絵図と侍帳や由緒書を照合する
ことにより、 17 世紀後半以降は、 主に 250 ～ 3 千石の禄
高をもつ直臣の平士と人持組の屋敷だったことがわかる。
　のべ 5 万㎡もの広さを面的に発掘調査したことにより、 こ
の地域の土地利用の変遷を知ることができる。
ら寛永 8 年 （1631 年） に発生した大火までの屋敷境と考
えられる。 広坂遺跡の第Ⅷ調査区までで全体の規模が判
明する方形の 6 区画を見いだしている。 6 区画の内訳は、
北東隅の区画①が南北 48.6m ・ 東西 46.5m （約 680 坪）、
南東隅の区画②が南北 40m ・ 東西 46m （約 550 坪）、 中
北の区画③が南北 48.6m ・ 東西 37m、 中南の区画④が南
北 40m ・ 東西 39m、 北西隅の区画⑤が南北 48.6m ・ 東
西 30m、 南西隅の区画⑥が南北 40m ・ 東西 30m となる。
慶長 16 年 （1611 年） の 「金澤侍屋敷之定」 と照らし合






　17 世紀第 1 四半期～第 2 四半期前半にかけての居住
者は文献に残らないが、 布掘状の溝 （幅 1.5 ～ 3m、 深さ






　寛永 8 年大火後の整地により、 これら溝による区画はほ
とんどが焼土や炭化物が多量に混じった土砂により埋め立
てられ、 屋敷境は、 小規模な溝や掘立柱式の板塀等に変












遺物の下限はこの頃におくことができる。 碗 ・ 皿には中国
青花のほか、 灰釉や鉄釉の肥前陶器 （胎土目）、 美濃の
　第Ⅰ調査区 SK2392 土坑は、 橙色の焼土が充填された




付輪高台輪花皿、 輪花三足向付、 蛇目高台皿、 鍔淵皿）、
輪花鉢、赤壁賦文端反碗、花鳥文大皿、陶胎の大碗など、
多彩である。
Figure 　第Ⅱ調査区 SX0 土坑出土遺物
長石釉皿、 瀬戸天目碗、 越中瀬戸鉄釉皿や
天目碗などがあるが、肥前磁器はみられない。






土している。 また、 「天下一」 等と刻字された
土師質火入が出土している。
Figure 　第Ⅰ調査区 SK9 土坑出土遺物
　第Ⅰ調査区 SX3075 土坑は、 覆土に黒色の炭化物を大
量に含んだ不整形な土坑で、 出土陶磁器に顕著な被熱
痕跡がみられるものが少ないものの、 約 40m 以上離れて
いるⅡ SD2032 溝 （寛永大火で廃された南北方向の区画
溝） の出土陶磁器片との接合関係があり、 寛永 8 年大火
の被災遺物と考えられる。 肥前磁器の出土は細片１辺の





Figure 　第Ⅰ調査区 SX075 土坑出土遺物
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  このほか、 廃棄状況から寛永大火で被災して廃棄された
と考えられる特記すべき貿易陶磁として、 華南三彩五耳壺
（トラデスカント壺） ２個体、 華南三彩稜花皿３～４個体、
白花文盤 （藍釉 ・ 褐釉 ・ 白磁２個体） の 4 個体、 ベトナ
ム青花皿、 景徳鎮窯系青花瓶などが見つかっている。








５． 野田山 ・ 加賀藩主前田家墓所
　金沢市では、 野田山 ・ 加賀藩主前田家墓所の国史跡
指定を目ざし、 墓所の測量や文献史料 ・ 民俗 ・ 石造物な





Figure 0　野田山 ・ 加賀藩主前田家墓所位置図
























　初代～ 3 代の墓は、 墓所内南西側の最も標高の高い一
角にある。 藩祖利家墓は、 伝利久墓の北側の斜面下にあ
り、 そのすぐ西側には正室 ・ 芳春院 （まつ） 墓、 さらにそ
の西側には 2 代利長墓が並び、 芳春院墓と利長墓の間の
南斜面上には利長正室の玉泉院 （永） 墓が築かれている。
4 代～ 8 代の墓は、 墓所内北側斜面下、 9 代～ 10 代の
墓は、 墓所内南東側の斜面上に造営されている。  
　これらのうち、 ４代藩主光高墓と９代藩主重靖墓は、 市
内小立野の天徳院から昭和２０年代に野田山へと改葬され
















兄利久のものと伝えられる墳墓および 11 代藩主治脩 （は
るなが） の墳墓のまわりをとりかこむ堀の部分、 利家と正
室まつの墳墓の間において実施した。





　11 代藩主治脩の墓の周囲にある堀も、 現在は幅約 2m、
深さ約 30cm だが、構築当初は幅約 3m、深さ約 3m であっ
たことが判明した。
　また、 利家とまつの墳墓間の調査区では、 江戸後期の
絵図に描かれている溝が見つかった。 利家 ・ まつ ・ 利長
の 3 つの墓を囲む堀の一部と考えられる。 また、 この堀跡
Figure 　野田山 ・ 加賀藩主前田家墓所の測量図
Figure 　前田利家墓











（１） 辰巳用水の概要 ・ 歴史 




当初、 取水口は犀川上流の雉 （現 ： 上辰巳町地内） に
つくられたが、 その後取水量を増やす目的で約 130 ｍ上
流のめおと滝の対岸に付け替えられ、安政 2 年 （1855 年）















さ約 300m の石垣が築かれている。 石垣の多くの部分は 3
段に分けて築かれており、 高さは最上部まで約 7 ～ 8m で
ある。 その 3 段目上面に辰巳用水が現在は開渠 （コンク
リートで蓋がされている）と岩盤を刳り貫いた隧道（トンネル）
































た。 土清水塩硝蔵は、 万治元年 （1658 年） に加賀藩が
設立した黒色火薬の製造、 貯蔵施設で、 辰巳用水の水
流を動力とした水車により塩硝 （硝石） ・ 硫黄 ・ 木炭を調
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Figure 8　土清水製薬所建物配置図 『塩硝の道』 より引用
調査区
Figure 5　辰巳用水長巻図・天保年(石川県立博物館蔵)
にみる土清水塩硝蔵
Figure 50　内郭を区画する堀跡
Figure 9　硝石御土蔵の礎石
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